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阪神・淡路大震災

東日本大震災

1995年1月17日

2011年3月11日

2012年9月30日

2018年6月18日

2013年9月15日

POINT

人的・物的被害をもたらす災害が本市でも頻発化

大阪北部地震
2018年9月4日

台風第21号

台風第18号

台風第17号

取組の経緯（枚方市等で起きた主な災害）



大阪北部地震による被害状況

人的被害
死者
重傷者
軽傷者

０名
０名
23名

（2018年11月1日時点）

住家被害
全壊

大規模半壊・半壊

一部損壊
計

1棟
12棟

7,056棟
7,069棟

枚方市で観測史上初の
“震度６弱”を観測

POINT

市内各地で擁壁の崩れな
どが発生

POINT
最大避難者数

39避難所 273人
（2018年6月20日午前８時時点）

（2018年11月1日時点）

震度１以上の余震は50回を記録
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台風第21号による被害状況

人的被害
死者
重傷者
軽傷者

０名
０名
11名

（2018年11月1日時点）

住家被害
全壊

大規模半壊・半壊

一部損壊
計

5棟
8棟

5,452棟
5,465棟

POINT

電線切断による停電が
市内相当箇所で発生

POINT
最大避難者数

21避難所 236人
（2018年9月4日午後４時時点）

（2018年11月1日時点）

観測史上初となる
最大瞬間風速40.2m/s
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台風第21号による被害状況

人的被害
死者
重傷者
軽傷者

０名
０名
11名

（2018年11月1日時点）

住家被害
全壊

大規模半壊・半壊

一部損壊
計

5棟
8棟

5,452棟
5,465棟

POINT

電線切断による停電が
市内相当箇所で発生

POINT
最大避難者数

21避難所 236人
（2018年9月4日午後４時時点）

（2018年11月1日時点）

観測史上初となる
最大瞬間風速40.2m/s



取組の経緯、作成に向けた決意

5

モデル事業を実施した自治会の想い
一人一人に向き合い、顔が見えた安全・安心づくりに向けた取組みの一つ
として、自治会員による安否確認・避難支援の取組みを個別避難計画とし
て計画化。地区防災計画も策定している自治会であることから、訓練で両
計画の連動について実効性を確認している。

【広報誌３月号に自治会の防災に対する想いを掲載】
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30名程度の名簿
Aブロック班長

統括班長

Cブロック班長
30名程度の名簿

※各ブロック班長
と兼任の場合あり

自治会長
各戸

各戸

各戸

各戸

各戸

各戸

各戸

各戸

一時
避難場所

一時
避難場所

一時
避難場所

一時
避難場所

一時
避難場所

一時
避難場所

一時
避難場所

一時
避難場所

Dブロック班長
30名程度の名簿

Bブロック班長
30名程度の名簿

自治会（支援者）
ブロック班長は「黄色い小籏」掲出数及び「避難者数」を
統括班長に報告。統括班長は自治会長に最終報告を行う。

自治会員（要支援者）
各戸で黄色い小籏を掲出後、一時避難
場所に避難する。

統括班長
※各ブロック班長
と兼任の場合あり

統括班長
※各ブロック班長
と兼任の場合あり

自治会長
自治会長は統括班長からの報告を
受け、安否確認状況を集約する。

安否確認・避難支援の計画化

取組のポイント（アピールポイント、力を入れた点、取組の重点など）大阪府 枚方市 様式１－２



自治会長

一時避難場所

支援者要支援者

要支援者

要支援者

要支援者

支援者

支援者

支援者

支援者要支援者

要支援者

要支援者

要支援者

支援者

支援者

支援者

第１次避難所 福祉避難施設

支援者要支援者

要支援者 支援者

第１次避難所に避難した要支援
者のうち、福祉避難所への避難
が必要な場合は支援者と同行避
難を行う。

自治会と覚書を締結した福祉避
難施設は、要支援者と支援者
（１名）を受入する。

一時避難場所に参集した要支援
者と支援者が第１次避難所に同
行避難を行う。

安否確認・避難支援の計画化

POINT
従前から自治会で安否

確認・避難支援の活動を実施
しており、この取組を活用し
てモデル事業を実施した。

取組のポイント（アピールポイント、力を入れた点、取組の重点など）大阪府 枚方市 様式１－２



２

従前からの地域の取組を

個別避難計画
の策定

支援者と要支援者
のマッチング
・災害時に誰が被災するのか分からない状況
であらかじめ「１対１」の関係を決めてお
くことが困難。
支援者を個人ではなく「団体」とすること
で災害時、可能な方が支援する体制に。

・細かい文字が読めない。漢字が多く書く気が
起きない。（後回しになる）
同様の課題を感じていた徳島県と小松島市
の取組を参考に様式を策定。

8

（様式）

個別避難計画とする際に
課題になっていたこと

１
課題

令和４年度末時点での課題、結果大阪府 枚方市 様式１－２
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個別避難計画策定に向けた今後の取組

本人・家族作成プラン

地域作成プラン

内容 対象者
（仮）家具転倒防止に係る補助事業の案内に
併せて計画の作成を依頼。

同意者・不同意者（平時提供）

内容 対象者
モデル事業で得た成果を踏まえ、主に自治会
レベルでの計画作成を実施。

同意者（平時提供）

令和４年度末時点での課題、結果大阪府 枚方市 様式１－２



10

福祉専門職作成プラン

【参加事業者】 枚方市訪問看護ステーション連絡会、枚方市通所訪問リハ連絡協議会、福祉用具貸与事業者連絡協議会、枚方市訪問介護
事業者連絡会、枚方市デイサービス連絡協議会、枚方市介護支援専門員連絡協議会、枚方市地域包括支援センター、枚方市グループホー
ム連絡協議会、枚方市高齢者住まい連絡協議会（設立準備会）

個別避難計画策定に向けた今後の取組

内容（方向性）
優先度の高い要支援者について、福祉
専門職と連携し作成を予定。

今年度の取組
福祉専門職との連携に向けた土壌づく
りとして、災害リスクに関する勉強会
を実施、109名が参加。市内９事業者
連絡会の代表者が災害時における利用
者の避難支援等について発表。

令和４年度末時点での課題、結果大阪府 枚方市 様式１－２



２
個別避難計画の作成にあたって

取組やすい活動から
始める

既存の活動を広げて
いく
・今回モデル事業で実施した地域のように従前
からの取組がある地域では、策定に繋がりや
すい。（計画の必要性を感じている。）

・コミュニティタイムラインの策定にあたって
地域の災害リスクをまち歩きによって把握す
る取組を行った複数の地域から「一緒に避難
する必要がある人も把握しよう。」という声
があがった。

11

大切だと感じたこと

１
ポイント

これから個別難計画の作成に取り組む団体へのメッセージこれから個別避難計画の作成に取り組む団体へのメッセージ大阪府 枚方市 様式１－２
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